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【著　書】
書　　　　　　　　　　名 発　　　　行　　　　所 発 行 月 著　　者

英語で読む　ナースが語る感動のストーリー,
Ch.9−11（pp.51−67）

AKITA BASKETBALL Coaching Book 2012
年　春号　基礎体力トレーニングとコンディシ
ョニング（pp.16−17）

研修医指導の秘訣2012（pp.212−215）

災害時の公衆衛生−私たちにできること−，教
訓～過去に起きた災害事例～東日本大震災（陸
前高田市）の教訓〔岩室紳也共著〕
（pp.396−413）

「折々の記」

赤十字標章の歴史～人道のシンボルをめぐる国
家の攻防～

メディカルタウンの自分力（pp.127−129）

転換期における高齢者の貧困と福祉

基礎看護Ⅰ

平成23年　通信教育講座　診療ガイドライン・
薬剤コース　第６回脳卒中−リハビリテーショ
ンと薬物療法−＜看護の立場から＞脳卒中リハ
ビリテーションと脳卒中回復支援ケアマネジメ
ント（pp.34−46）

看護の科学社

秋田県バスケットボール協会　技術
委員会

羊土社

南山堂

自家出版

東信堂

30年後の医療の姿を考える会

時潮社

メヂカルフレンド社

一般社団法人日本女性薬剤師会

２月

４月

４月

７月

７月

９月

９月

９月

11月

11月

田　中　芳　文
（編者）

森 茂
川 越 栄 子
廣 渡 太 郎
長 坂 香 織

栄 田 直 宏
（編集代表者）
重 川 敬 三
樋 渡 　 真
佐々木　信　吾
佐々木　　　丈

畑 尾 正 彦
編著

岩 﨑 　 榮
外18名

國 井 　 修
（編者）

佐々木　亮　平
外32名

宮 下 正 弘

井 上 忠 男

佐 藤 元 美
飯 島 恵 子
堀 田 聰 子
秋 山 正 子
中 村 順 子
岡 本 峰 子
樋 野 興 夫
東 尾 愛 子

佐 藤 嘉 夫

森　　　美智子
（著者代表）

荒　木　美千子
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書　　　　　　　　　　名 発　　　　行　　　　所 発 行 月 著　　者

３．11以降を生きるヒント・私たちは一方的に
支援するのではない（pp.149−168）

利用者の様子がわかる記録の書き方　第５章
（pp.102−113）

新評論

日総研出版

11月

12月

臼 澤 良 一
三　好　亜矢子
三 部 義 道
尾 澤 良 平
照　沼　かほる
中 村 順 子
黒 田 裕 子
日　置　哲二郎
菅 原 康 雄
齋 藤 友 之

外３名
（編集）

三　好　亜矢子
生 江 　 明

佐 藤 弥 生
山 野 英 伯
（編著者）
及 川 真 一
（分担執筆）

【学術論文（原著）】
論　文　タ　イ　ト　ル 掲　　　　載　　　　誌 掲 載 月 著　　者

高齢者の冬季居住を支える雪処理活動に関する
基礎的研究−文献調査の結果をもとに−

Physician Preferences and Knowledge
Regarding the Care of Childhood Cancer
Survivors in Japan: A Mailed Survey of the
Japanese Society of Pediatric Oncology

自衛隊の衛生活動に従事する日赤要員の法的地
位に関する考察～ジュネーブ第一条約第26条を
巡る軍法と赤十字の自主性原則の解釈

Comparison between cancer specialists and
general physicians regarding the education of
nurse practitioners in Japan: a postal survey
of the Japanese Society of Clinical Oncology

Effects of sleep disturbances during pregnan‑
cy on cardiac autonomic modulation in the
resting state

東北の社会福祉研究記念特別号，
pp.122−130

Japanese Journal of Clinical
Oncology，42（6），pp.513−521

日本赤十字秋田看護大学，日本赤十
字秋田短期大学紀要，No.16，
pp.1−9

日本癌治療学会
International Journal of Clinical
Oncology (Published online)

International Journal of Gynecology
and Obstetrics 119（2），pp.149−153

１月

３月

３月

８月

８月

土　室　　　修

Yasushi Ishida
Miyako Takahashi
Mitsue Maru
Michiko Mori
Tara O.Henderson
Christopher K 
Daugherty
Atsushi Manabe

井　上　忠　男

Yasushi Ishida
Masahiko Hatao
Osamu Fukushima
Michiko Mori
Fumiko Isozaki
Asako Okuyama

Kuniko Shiga
Katsuyuki Murata
Hideya Kodama
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タ　　イ　　ト　　ル 掲　　　　載　　　　誌 掲 載 月 著　　者

市民とともに夢や希望を具現化していくNPO
～復興へ向かう陸前高田市の今・第九報～

“自立”始動期における「内部」の力と「外
部」の力　～復興へ向かう陸前高田市の今・第
十報～

ヒューマニティとは何か～東西思想に見る人道
思想の系譜と共感の思想～

日本赤十字社の「こころのケア」と臨床心理士
のコラボレーション

岩手県における介護実態に関する調査報告書

生活保護受給者の自立阻害要因分析と自立助長
のためのコミュニテイ・ソーシャルワークのモ
デル構築に関する研究

東北地方Ｂ県の特定高齢者にとっての健康上の
安心

月刊「地域保健」第43巻１号，
pp.62−69

月刊「地域保健」第43巻２号，
pp.64−71

人道研究ジャーナル，Vol.１，
pp.106−114

心理臨床の広場 ,　Vol.４，No.２，
pp.16−17

岩手県立大学社会福祉学部・学部プ
ロジェクト研究報告書

岩手県立大学平成20−23年度公募型
地域課題研究報告書

日本赤十字秋田看護大学・日本赤十
字秋田短期大学紀要，No.16，
pp.19−26

１月

２月

３月

３月

３月

３月

３月

佐々木　亮　平

佐々木　亮　平

井 上 忠 男

齋 藤 和 樹
前 田 　 潤
小 澤 康 司
槙 島 敏 治

佐 藤 嘉 夫
（代表・監修）

ほか８名

佐 藤 嘉 夫
（代表）

他９名

中 村 順 子
大 髙 恵 美
酒 井 志 保
荻 原 麻 紀
佐　藤　美恵子
佐々木　亮　平
木 下 彩 子
阿 部 範 子

【その他の学術論文】

論　文　タ　イ　ト　ル 掲　　　　載　　　　誌 掲 載 月 著　　者

羊水検査を受けた妊婦の経験に関する解釈学的
現象学的研究

A functional SNP upstream of the beta‑2
adrenergic receptor gene (ADRB2) is associat‑
ed with obesity in Oceanic populations.

日本遺伝カウンセリング学会誌，
No.33，pp.161−167

Int J Obes (Lond). 2012 Dec 11. doi:
10.1038/ijo.2012.206. [Epub ahead of
print]，pp.1−7

９月

12月

森 屋 宏 美
溝 口 満 子
横 山 寛 子
和 泉 俊 郎

Naka I
Hikami K
Nakayama K
Koga M
Nishida N
Kimura R
Furusawa T
Natsuhara K
Yamauchi T
Nakazawa M

他８名
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タ　　イ　　ト　　ル 掲　　　　載　　　　誌 掲 載 月 著　　者

エビデンスに基づく看護大学生の参加型学習プ
ログラムの提案

東日本大震災における災害看護活動に参加して
−石巻赤十字病院での看護業務支援の報告−

高度専門医療施設における看護学生の看護基本
技術経験割合　成人看護学慢性期実習からの報
告

「支援」の終わり「協働」の始まり　～復興へ
向かう陸前高田市の今・第十一報～

災害を支える公衆衛生ネットワーク　東日本大
震災からの復旧、復興に学ぶ・１．公衆衛生版
トリアージの実際

災害を支える公衆衛生ネットワーク　東日本大
震災からの復旧、復興に学ぶ・２．被災地の復
旧、復興に不可欠な公衆衛生機能とは

災害を支える公衆衛生ネットワーク　東日本大
震災からの復旧、復興に学ぶ・３．災害時の情
報共有の課題　インターネット活用の視点から

災害を支える公衆衛生ネットワーク　東日本大
震災からの復旧、復興に学ぶ・４．専門職の公
的短期派遣の意義と課題

災害を支える公衆衛生ネットワーク　東日本大
震災からの復旧、復興に学ぶ・５．健康・生活
調査（全戸訪問調査）

災害を支える公衆衛生ネットワーク　東日本大
震災からの復旧、復興に学ぶ・６．「場」づく
りを意識した企画調整機能の重要性

血液透析患者における Sense of Coherence
（SOC）

日本とイングランドの精神科看護師が体験して
いる倫理的悩みの比較　−ＭＤＳ尺度精神科版
を用いて−

日本赤十字秋田看護大学・日本赤十
字秋田短期大学紀要，No.16，
pp.45−49

日本赤十字秋田看護大学・日本赤十
字秋田短期大学紀要，No.16，
pp.51−53

日本赤十字秋田看護大学・日本赤十
字秋田短期大学紀要，No.16，
pp.27−35

月刊「地域保健」，第43巻，3号，
pp.66−73

月刊「公衆衛生」，第76巻，４号，
pp.53−56

月刊「公衆衛生」，第76巻，５号，
pp.59−63

月刊「公衆衛生」，第76巻，６号，
pp.56−59

月刊「公衆衛生」，第76巻，７号，
pp.53−57

月刊「公衆衛生」，第76巻，８号，
pp.60−64

月刊「公衆衛生」，第76巻，９号，
pp.52−56

日本看護科学会誌，32巻，３号，
pp.96−99

日本看護研究学会雑誌，35（4），
pp.101−107

３月

３月

３月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

９月

９月

中 村 順 子
荻 原 麻 紀
佐　藤　美恵子
大 髙 恵 美
阿 部 範 子
佐々木　亮　平
木 下 彩 子
酒 井 志 保

柏　木　ゆきえ

田 中 　 瞳
武 田 洋 子
佐々木　榮　子

佐々木　亮　平

佐々木　亮　平
岩 室 紳 也

佐々木　亮　平
岩 室 紳 也

佐々木　亮　平
岩 室 紳 也

佐々木　亮　平
岩 室 紳 也

佐々木　亮　平
岩 室 紳 也

佐々木　亮　平
岩 室 紳 也

永　田　美奈加
鈴 木 圭 子

大　西　香代子
中　原　　　純
北　岡　和　代
中　野　正　孝
大　串　靖　子
田　中　広　美
藤 井 博 英
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論　文　タ　イ　ト　ル 掲　　　　載　　　　誌 掲 載 月 著 　 者

がん患者のQOLに繋がる在宅医療推進に向け
た、総合的がん専門医療職のがん治療認定医、
がん専門薬剤師と協同するナース・プラクティ
ショナーに関する研究

在宅ターミナルケアにおける看護・介護連携体
制づくりに関する研究～人口減少を伴う高齢地
域の実態把握～

回復期リハにおけるナラティブ・アプローチを
用いた脳血管障害患者の看護支援の検討

健康あきた市２１～最終評価～

自死遺族のグリーフワークを促進する民間信仰
の実態とサポートシステムの構築

がん臨床研究成果発表抄録集（厚生
労働科学研究）

公益法人　在宅医療助成　勇美記念
財団

平成20～23年度文部科学基盤研究
（Ｂ）報告書（研究代表者　石鍋圭
子）

秋田市

平成22～24年度文部科学基盤研究
（Ｃ）報告書

１月

２月

３月

３月

５月

森　　　美智子

高　橋　美岐子
佐 藤 沙 織

石 鍋 圭 子
藤　田　あけみ
中 村 令 子
佐々木　綾　子
宮　越　由紀子
石　川　ふみよ
荒　木　美千子
渡 邉 智 子
野 宗 万 喜

秋田市保健総務課
（編集）

重 川 敬 三

藤 井 博 英
宇 佐 美 覚
牟 田 能 子
入 江 良 平
大 和 田 猛

論　文　タ　イ　ト　ル 掲　　　　載　　　　誌 掲 載 月 執 筆 者

災害を支える公衆衛生ネットワーク　東日本大
震災からの復旧、復興に学ぶ・７．長期派遣総
括保健師の役割

災害を支える公衆衛生ネットワーク　東日本大
震災からの復旧、復興に学ぶ・８．こころのケ
アとは　ハイリスクアプローチの視点から

秋田赤十字病院・学問の系譜

災害を支える公衆衛生ネットワーク　東日本大
震災からの復旧、復興に学ぶ・９．こころのケ
アとは　ポピュレーションアプローチの視点か
ら

月刊「公衆衛生」，第76巻，10号，
pp.53−57

月刊「公衆衛生」，第76巻，11号，
pp.53−57

秋田赤十字病院医学雑誌，Vol.１，
No.１，pp.2−5

月刊「公衆衛生」，第76巻，12号，
pp.61−66

10月

11月

12月

12月

佐々木　亮　平
岩 室 紳 也

佐々木　亮　平
岩 室 紳 也

宮 下 正 弘

佐々木　亮　平
岩 室 紳 也

【報告書】
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論　文　タ　イ　ト　ル 掲　　　　載　　　　誌 掲 載 月 執 筆 者

被災地のケアラーとこれからのケアラー支援−
東日本大震災被災地のケアラー（家族など無償
の介護者）の実態と今後のケアラー支援に関す
る調査研究事業（pp.15−34）

高校生の介護および介護職に対する意識につい
て

厚生労働省平成23年度老人保健事業
推進等補助金

平成23年度｢学校法人日本赤十字学
園教育・研究及び奨学金基金」教
育・研究活動報告書

３月

11月

NPO法人　介
護者サポートネ
ットワークセン
ター・アラジン
（佐藤嘉夫分担執筆）

藤　沢　緑　子

【その他の論文等】
論　文　タ　イ　ト　ル 掲　　　　載　　　　誌 掲 載 月 氏　　名

ポストモダンから見る近代人道主義の内実

患者の目線・物語としての人生の看取り

THE NEW YORK TIMESで学ぶ時事英語
Vol.03：スマホの音声認識機能とマナー

新春座談会～被災地の復興に向けて～

三度の本社初代衛生部長大島宗二先生

東日本大震災　自衛隊よ、ありがとう

伊勢赤十字病院竣工祝賀会祝辞−100年の歴史
が語るもの−

節目の１年が始まった

「THE NEW YORK TIMESで学ぶ時事英語
Vol.04：福島第一原発の事故収束宣言」

組織論　
本部と支部の関わり方について

ネパール医療支援

きょうわ10年の歩み　訪問看護ステーションき
ょうわの10周年記念に望んで　訪問看護ステー
ション協和の地域･在宅ケアの総合的アプロー
チの発展

日本私立看護系大学協会　大学における教育に
関する事業；報告書　看護研究と科学性　−質
的研究をエビデンスとするために−

外交，外務省，pp.162−167

看護管理，医学書院，pp.66−67

AERA English，朝日新聞出版，
2012年３月号，pp.48−49

月刊「地域保健」，第43巻，１号，
pp.18−52

院長連盟通信，61巻，No.587

院長連盟通信，61巻，No.587

院長連盟通信，61巻，No.587

秋田赤十字病院院内報「杉の子」，
平成24年１月号

AERA English，朝日新聞出版，
2012年４月号，pp.48−49

機関誌「助産師」，日本助産師会出
版社，2012年２月号，pp.10−12

秋田赤十字病院院内報「杉の子」，
平成24年２月号

社団法人　東京在宅看護協和会

日本私立看護系大学協会

１月

１月

１月

１月

１月

１月

１月

１月

２月

２月

２月

３月

３月

井　上　忠　男

中　村　順　子

廣　渡　太　郎

石　原　美　和
佐々木　亮　平
大　内　佳　子
望　月　聡一郎

宮　下　正　弘

宮　下　正　弘

宮　下　正　弘

宮　下　正　弘

廣　渡　太　郎

猿　田　了　子

宮　下　正　弘

渋　谷　優　子

Cグループコメ
ン テ ー タ ー
渋　谷　優　子
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【学会発表】
演　　　　　　　　　　題 学　　　　会　　　　名 発 表 月 氏　　名

東北地方Ａ県における「死生観と在宅療養に関
する意識調査」

向高齢者世代の住まい方に関する意識調査第一
報−住まいの状況、介護の受け方、最期の迎え
方について−

向高齢者世代の住まい方に関する意識調査　第
２報　～将来望む住まい環境と社会参加活動に
ついて～

人口減少に伴う高齢地域における在宅ターミナ
ルケアに関する研究−Ａ県内の訪問看護事業
所・訪問介護事業所への調査をもとに−

2011．３．11あの日の出来事を忘れない

Study on Cancer Education for Nurse
Practitioners in Japan and Overseas

第16回日本在宅ケア学会学術集会

第16回日本在宅ケア学会学術集会

第16回日本在宅ケア学会学術集会

第16回日本在宅ケア学会学術集会

シンポジウム「東日本大震災からの
教訓、これからの新しい国つくり」，
建築学会主催

The 7th Siop Asia Congress

３月

３月

３月

３月

３月

４月

中　村　順　子
木　下　彩　子
高　橋　美岐子
佐　藤　沙　織
浅　見　　　洋

木　下　彩　子
佐　藤　美恵子
中　村　順　子

佐　藤　美恵子
木　下　彩　子
中　村　順　子

高　橋　美岐子
佐　藤　沙　織

及　川　真　一

森　　　美智子
畑　尾　正　彦
石　田　也寸志
磯　崎　富美子
奥　山　朝　子

論　文　タ　イ　ト　ル 掲　　　　載　　　　誌 掲 載 月 氏　　名

「THE NEW YORK TIMESで学ぶ時事英語
Vol.05：米軍再編の日米合意見直し」

会長１年役員10年の軌跡を振り返って

ありがとう

透析患者におけるピアサポートの実態調査研究
から

第101回看護師国家試験問題の考察――必修問
題を中心に

少子化対策応援ファンド助成団体
一般社団法人　秋田県助産師会

関口さん親子から学ぶこと―映画毎日がアルツ
ハイマーを見て―

AERA English，朝日新聞出版，
2012年5月号，pp.50−51

院長連盟通信，61巻（No.588

秋田赤十字病院院内報「杉の子」，
平成24年３月号

臨床透析，vol.28，No.４，pp.39−46

看護教育，医学書院，2012年７月，
pp.584−587

子どもの国づくりだより，ベビーウ
ェーブ･アクション事務局（秋田県
企画振興部少子化対策局），Vol.１，
2012年８月発行，pp.2

秋田魁新聞文化欄

３月

３月

３月

４月

７月

８月

11月

廣　渡　太　郎

宮　下　正　弘

宮　下　正　弘

永　田　美奈加
鈴　木　圭　子

畑　尾　正　彦

猿　田　了　子

中　村　順　子
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演　　　　　　　　　　題 学　　　　会　　　　名 発 表 月 氏　　名

「東北からのメッセージ～東日本大震災～」
（シンポジウム司会・コーディネーター）

2011海であそぼう体験学習

共通論題２　報告：震災をとおしてみた岩手・
三陸の生活・貧困と政策課題

当協会におけるＨＰＶ検査結果からのＡＳＣ−
ＵＳの検討

主観的睡眠尺度に基づく妊婦の睡眠障害の実態
調査

乳児の就眠時の体温変化、遠位‑近位部温度勾
配（DPG）の検討

楽しい子育て・孫育て講座の実施

Impaction patient of Nuchal Translucency
Sonogram

日本のNurse Practitioner教育に関する研究−
医師の視点の調査−

亡くなった学童期の小児がん患児がもたらした
級友への影響

「東日本大震災から一年～被災地の保健・医
療・福祉の復興と再生　岩手県陸前高田市の取
り組み～」（シンポジスト）

第２回脳損傷者ケアリング・コミュ
二ティ学会秋田大会

こども環境学会2012年大会（仙台）

第124回社会政策学会大会

第53回日本臨床細胞学会総会

第27回秋田県母性衛生学会総会・学
術講演会

第27回秋田県母性衛生学会総会・学
術講演会

第27回秋田県母性衛生学会総会・学
術講演会

The 9th International Conference
with the Global Network of WHO
Collaborating Centres for Nursing
and Midwifery

第44回日本医学教育学会大会

第22回日本小児看護学会

第14回日本災害看護学会

４月

４月

５月

６月

６月

６月

６月

７月

７月

７月

７月

佐々木　亮　平
興　梠　　　寛
佐　藤　誠　一
加　藤　　　誠
門　田　一　徳
高　橋　　　達

及　川　真　一

佐　藤　嘉　夫

外　舘　明　彦
佐　藤　恵　子
熊　谷　裕　子
渋　川　淳　巨
利　部　輝　雄
杉　山　　　徹

志　賀　くに子

阿　部　範　子

猿　田　了　子

Hiromi Moriya
Nao Araki
Michiko Mizoguchi
Reiko Izumi
Kumiko Tsujimura
Shunichiro Izumi

磯　崎　富美子
畑　尾　正　彦
森　　　美智子
石　田　也寸志
福　島　　　統
奥　山　朝　子

奥　山　朝　子
森　　　美智子
戸井田　ひとみ

山　田　　　覚
船　橋　香緒里
日　髙　橘　子
佐々木　亮　平
岩　室　紳　也
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演　　　　　　　　　　題 学　　　　会　　　　名 発 表 月 氏　　名

地域住民における介護家族の心の健康について
～自殺予防に向けた人や地域との関わりの実態
調査より～

老年看護学実習における事前に提供された受け
持ち患者情報を活用した演習取り組みの効果

日本の出生体重低下に関する統計的研究−都道
府県別出生体重と乳児死亡との関係−

基礎看護学実習での学生の観察内容　ヘンダー
ソンの14項目からの分析（第１報）

基礎看護学実習での学生の観察内容　ヘンダー
ソンの14項目からの分析（第２報）

Cultivating Midwives at Graduate school.

運動療法の実際

基礎看護学実習２における学生の観察内容の変
化−ヘンダーソンの枠組みを用いて−（1）

基礎看護学実習２における学生の観察内容の変
化−ヘンダーソンの枠組みを用いて−（2）

出生前遺伝相談における遺伝看護職のチーム医
療における現状

クライエントの語りによる出生前遺伝看護支援
の評価

日本老年看護学会第17回学術集会

日本老年看護学会第17回学術集会

第38回日本看護研究学会学術集会

第38回日本看護研究学会学術集会

第38回日本看護研究学会学術集会

ICM Asia Pacific Regional
Conference 2012

平成24年度秋田県糖尿病療養指導士
認定研修会

日本看護教育学会第22回学術集会

日本看護教育学会第22回学術集会

日本遺伝看護学会第11回学術大会

日本遺伝看護学会第11回学術大会

７月

７月

７月

７月

７月

７月

７月

８月

８月

９月

９月

猪　俣　祥　子
煙　山　晶　子
佐々木　久　長
山　本　尚　史
小　坂　信　子
重　川　敬　三
牟　田　能　子
青　木　光　子
国　枝　幸　子

佐　藤　美恵子
荒　木　美千子
佐　藤　サツ子

阿　部　範　子
島　田　友　子
緒　方　　　昭

田　中　　　瞳
山　元　由美子

山　元　由美子
田　中　　　瞳

Kaori WATANABE
Naomi KATO
Ryoko SARUTA

重　川　敬　三

田　中　　　瞳
山　元　由美子

山　元　由美子
田　中　　　瞳

横　山　寛　子
辻　　　恵　子
石　井　美　里
森　屋　宏　美
溝　口　満　子

朝　田　夏　樹
鍋　倉　祥　恵
森　屋　宏　美
荒　木　奈　緒
小　田　しおり
和　泉　俊一郎
溝　口　満　子
横　山　寛　子
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演　　　　　　　　　　題 学　　　　会　　　　名 発 表 月 氏　　名

Prevalence of Risk Factors for Cardiovascular
diseases in modernizing villages in Papua New
Guinea (EASTPNG STUDY)

Evaluation of Environmental Burden due to
Subsistence Transition in Papua New Guinea
(EASTPNG Study)

中学生への性教育講座の実際

看護系大学生の看護職を志望した動機と共依
存、自己価値感の関連

看護大学生の共依存傾向の実態

特定保健指導における４％減量達成者の行動目
標の傾向

Facebookを用いた企画の有効性に関する事例報告

東日本大震災日赤こころのケアセンターに見る
組織的展開の特徴と今後の課題

「東日本大震災における被災地との重層的長期
継続的協働体制確立の必要性と課題」

Papua New Guinea Medical Society
48th Annual Medical Symposium

Papua New Guinea Medical Society
48th Annual Medical Symposium

第31回日本思春期学会総会・学術集会

第10回日本アディクション看護学会
学術大会

第10回日本アディクション看護学会
学術大会

第53回日本人間ドック学会学術大会

イベント学会第15回研究大会

第48回日本赤十字社医学会総会

第71回日本公衆衛生学会

９月

９月

９月

９月

９月

９月

９月

10月

10月

Natsuhara K
Umezaki M
Phuanukoonnon S
Inaoka T
Vengiau G
Suda K
Tadokoro K
Naito Y
Watanabe C
Siba P

Umezaki M
Phuanukoonnon S
Natsuhara K
Inaoka T
Vengiau G
Suda K
Tadokoro K
Naito Y
Watanabe C
Siba P"

志　賀　くに子

田　中　　　瞳
大　澤　優　子
松　下　年　子
渡　邊　裕見子
丸　山　昭　子

大　澤　優　子
田　中　　　瞳
松　下　年　子
渡　邊　裕見子
丸　山　昭　子

松　橋　利香子
生　田　京　子
鈴　木　曉　子
村　田　雅　彦
小棚木　　　均
宮　下　正　弘

及　川　真　一

前　田　　　潤
田　中　雄　大
阿　部　幸　子
佐々木　暁　子
齋　藤　和　樹
槙　島　敏　治

佐々木　亮　平
岩　室　紳　也
中　村　順　子
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演　　　　　　　　　　題 学　　　　会　　　　名 発 表 月 氏　　名

「震災・津波被害からの復興における保健医療
福祉計画策定の意義と課題」

「被災地の公衆衛生活動のいま～現状と課題を議
論、共有しませんか～　岩手県陸前高田市・宮城
県女川町を支援し続けて」（自由集会パネリスト）

「人間の可能性」（特別講演）

全国の周産期医療施設における妊娠中からの多
胎支援の現状

民間信仰である「イタコ」を訪れる自死遺族の
動機

自死遺族のグリーフワークを促進する要因

回復期リハビリ病棟におけるナラティブ・アプ
ローチの影響

回復期の脳血管障害患者の主観的ＱＯＬにおよ
ぼすナラティブ・アプローチの影響

文献検討からみた看護基礎教育におけるOSCE
に関する研究の動向と活用の実態

高性能シミュレータを活用した学内演習におけ
る学生の学びに関する研究

第71回日本公衆衛生学会

第71回日本公衆衛生学会

第39回秋田県看護学会

第53回日本母性衛生学会学術集会

第32回日本看護科学学会学術集会

第32回日本看護科学学会学術集会

第32回日本看護科学学会学術集会

第32回日本看護科学学会学術集会

第32回日本看護科学学会学術集会

第32回日本看護科学学会学術集会

10月

10月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

岩　室　紳　也
佐々木　亮　平
日　髙　橘　子
唐　川　祐　一
安　藤　実　里
渡　辺　志　保
島　田　美　喜
岩　永　俊　博
柳　川　　　洋

佐々木　亮　平
岩　室　紳　也

夏　原　和　美

服　部　律　子
佐　藤　喜美子
平　石　皆　子
大　髙　恵　美
大　木　秀　一

藤　井　博　英
宇佐美　　　覚
牟　田　能　子
柏　葉　英　美

柏　葉　英　美
藤　井　博　英
牟　田　能　子

渡　邉　知　子
藤　田　あけみ
石　鍋　圭　子
中　村　令　子
荒　木　美千子

藤　田　あけみ
石　鍋　圭　子
渡　邉　知　子
中　村　令　子
荒　木　美千子

小　坂　信　子
柏　木　ゆきえ
佐々木　理恵子
宮　堀　真　澄
志　賀　くに子
磯　崎　富美子
永　田　美奈加
細　越　幸　子

荻　原　麻　紀
磯　崎　富美子
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演　　　　　　　　　　題 学　　　　会　　　　名 発 表 月 氏　　名

Nurse Practitionerの役割機能と在宅患者の
QOL効果に関する研究（第一報）−医師・看
護師の比較

Nurse Practitionerの役割機能と在宅患者の
QOL効果に関する研究（第二報）−長期・タ
ーミナルの比較

基礎看護実習での「リスクマネージメント・カ
ンファレンス」の効果に関する検討

看護大学生の共依存傾向　第一報　親の養育態
度との関連

看護大学生の共依存傾向　第二報　自己価値感
と関連

出産１年後から３年までのSOC（首尾一貫感
覚）と気分状態の推移−育児中の母親を対象と
した縦断的質問紙調査−

３歳児の育児中の母親の気がかりと、感じてい
ること−出産後３年の母親を対象とした質問紙
調査から−

Nurse Practitioner 教育に関する研究−日本の
医師と看護師、海外NPとの比較

入院中からのつながりと復学後の小児がん患児
への学校側の認識

小児がん患児の担当経験のある学校側の対応と
要望

第32回日本看護科学学会学術集会

第32回日本看護科学学会学術集会

第32回日本看護科学学会学術集会

第32回日本看護科学学会学術集会

第32回日本看護科学学会学術集会

第32回日本看護科学学会学術集会

第32回日本看護科学学会学術集会

第10回日本小児がん看護学会

第10回日本小児がん看護学会

第10回日本小児がん看護学会

12月

12月

12月

12月

12月

12月

12月

12月

12月

12月

森　　　美智子
島　内　　　節
白　畑　範　子
村　松　静　子
奥　山　朝　子
磯　崎　富美子

島　内　　　節
森　　　美智子
白　畑　範　子
村　松　静　子
奥　山　朝　子
磯　崎　富美子

佐々木　理恵子
永　易　裕　子
吐　師　秀　典
牟　田　能　子

大　澤　優　子
田　中　　　瞳
松　下　年　子
渡　邊　裕見子
丸　山　昭　子

田　中　　　瞳
大　澤　優　子
松　下　年　子
渡　邊　裕見子
丸　山　昭　子

松　下　年　子
原　田　美　智
坂　口　由紀子
宇賀神　恵　理
田　中　　　瞳
神　坂　登世子

松　下　年　子
坂　口　由紀子
原　田　美　智
宇賀神　恵　理
田　中　　　瞳

森　　　美智子
石　田　也寸志
奥　山　朝　子

奥　山　朝　子
森　　　美智子
戸井田　ひとみ

奥　山　朝　子
森　　　美智子
戸井田　ひとみ


